
　我が国では 2012 年に「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」が公表

され、定められた条件のもと、国内での献体を用いた手術や手技のトレーニングが可能となり

ました。また、医工連携、産学連携における献体利用の可能性についても模索され、北海道大

学病院と北海道大学では、2019 年に献体を使用した手術手技研修に人材育成や医療機器開発

への取り組みを加えた事業を立ち上げました。

　本セミナーでは、北海道大学病院 消化器外科 II 診療教授で医療機器

開発推進センター 副センター長の七戸 俊明 氏をお招きし、献体を使用

した臨床医学の教育、研究システム、医療機器開発の最新動向、展望

についてご講演いただきます。

　ご関心あるものづくり企業、医療機器メーカーの皆様は、是非、

ご参加ください。

TEL:03-5201-7321 （平日9:00～17:00）Email : info@ikou-hub.tokyo
東京都医工連携HUB機構（受託事業者：日本コンベンションサービス株式会社）

お問合せ

以下のURLよりお申込みください。
お申込み

https://ikou-hub.tokyo/contents/event/

医工連携セミナー

参加費
無料

オンライン会議システムZoomを使用します

5   9.20 水令和 　年 16:00-17:30
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『献体を使用した臨床医学の教育・研究システム教育と、医療機器開発の最新動向』
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